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國譯資治通鑑第十一
文学博士　加藤繁　公田連太郎　譯丼註
巻の第一百八十五　
唐紀　一

（一）高祖神堯大聖光孝皇帝上の上
（二）武德元年、春正月丁未朔、　隋の恭帝、唐王に詔し、劍履して殿に上り、賛拝するに名いわざらしむ。唐王既に長安に克ち、書を以て諸郡縣に諭す。是に於て東は（三）商落より、南は巴蜀を盡し、郡縣の長利及び盜賊の渠帥・氐羌の酋長、争うて子弟を遣わし、入見して・降らんと謂う。有司復書すること、日に百を以て數う
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王世充、既に東都の兵を得、進みて李密を洛北に撃ち、之を敗り、遂に（四）鞏北に屯す。辛酉、世充、諸軍に命じ、各々浮橋を造り、洛を度りて密を撃たしむ。橋先ず成る者先ず進み、前後、一ならず。虎賁郎將王辯、密の外柵を破る。密の營中、驚擾して將に潰えんとす。世充、知らず、角を鳴らして衆を収む。密因つて敢死士を帥いて之に乗ず。世充大に敗れ、橋を争うて溺死する者萬餘人。王辯・死し、世充僅に自ら免る。洛北の諸軍皆潰ゆ。世充敢て東都に入らず、北して河陽に趣く。是夜、疾風寒雨、軍士、水を渉りて沾濕し、道路に凍死する者、又、萬を以て數う。世充獨り千人と與に河陽に至り、自ら獄に繋がれて罪を請う。越王侗、使を遣わして之を赦し、召して東都に還らしめ、金帛・美女を賜い、以て其意を安んず。世充、亡散を収合し、復た萬餘人を得、（五）含嘉城に屯し、敢て復た出でず。密、勝に乗じ進みて金墉城に據り、其門堞盧舎を修めて之に居る。鉦鼓の聲、東都に聞ゆ。未だ幾くならずして、兵三十餘萬を擁して北邙に陳し、南のかた上春門に逼る。乙丑、金紫光祿大夫段達・民部尚書韋津、兵を出して之を拒ぐ。達、密の兵の盛なるを望見し、懼れて先づ還る。密、兵を縱ちて之に乗ず。軍遂に潰ゆ。韋津・死す。是に於て偃師・柏谷及び河陽の都尉獨孤武都・檢校河内郡丞柳爕・（六）職方郎柳續等、各々所部を學げて密に降る。竇建德・朱粲・孟海公・徐圓郎等、竝に使を遣わし、表を奉りて勸進す。密の官屬裵仁基等、亦上表し、位號を正
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さんと請ふ。密曰く、『東都未だ平がず。此を議す可からず』と。
戊辰、唐王、世子建成を以て左元帥と爲し、秦公世民を右元帥と爲し。諸軍十餘萬人を督して東都を救わしむ。
東都、食に乏し。太府卿元文都等、城を守りて公糧を食わざる者を募り、散官二品を進む。是に於て、商賈、（七）象を執りて朝する者、勝げて數う可からず。
[bookmark: _Hlk181452864]二月己卯、唐王、太常卿鄭元璹を遣わし、兵を將いて商洛に出で、（八）南陽を徇へしめ、左領軍府の司馬（九）安陸の馬元規をして、安陸及び（一〇）荊襄を徇へしむ。
李密、房彦藻・鄭頲等を遣はし、東して黎陽に出で、道を分かちて州縣を招慰せしむ。（一一）粱郡の太守楊汪を以て、上柱國・宋州總管と爲し。又、手書を以て之に與へて曰はく、（一二）『昔、雍丘に在りて、曾て相追捕す。（一三）鉤を射（一四）袂を斬ること、敢て庶幾せざらんや』と。汪、使を遣わし、往来して意を通ぜしむ。密も亦羈縻して之を待つ。彦藻、書を以て竇建德を招き、来りて密に見えしむ。建德・復書し、辭を卑しくし禮を厚くし、託するに羅藝が南侵するを以て
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し、北垂を捍禦せんと請う。彦藻還りて(一五)衞州に至る。賊帥王德仁、邀へて之を殺す。德仁、衆数萬有り。(一六)林慮山に據り、四出して抄掠し、數州の患を爲す。
　三月己酉、斎王元吉を以て鎭北將軍・太原道行軍元帥と爲し、十五郡の諸軍事を都督せしめ、便宜を以て事に従うを聽す。
　隋の煬帝、(一七)江都に至り、荒淫益々甚だしく、宮中に百餘房を爲り、各々供張を盛にし、實つるに美人を以てし、日々に一房をして主人と爲らしむ。江都の群丞趙元楷、酒饌を供するを掌る。帝、蕭后及び幸姫と、歴就して宴飲し、酒巵、口を離れず。従姫千餘人、亦常に酔う。然れども帝、天下の危亂するを見、意亦擾擾として、自ら安んぜず。朝を退けば則ち幅巾短衣し、杖を策きて歩遊し、徧く臺館を歴、夜に非ざれば止めず。汲汲として景を顧み、唯だ足らざらんことを恐る。帝、自ら占候卜相を曉り、好みて呉語を爲す。嘗て夜置酒し、天文を仰ぎ視、蕭后に謂つて曰はく、『外間、大に人有りて（一八）儂を圖る。然れども儂は（一九）長城公と爲るを失わず、卿は（二〇）沈后爲るを失わじ。且く共に樂飲せんのみ』と。因つて満を引きて沈酔す。又嘗て鏡を引きて自ら照し顧みて蕭后に謂つて曰はく、『好頭頸、誰か當に之を斫るべき』と。后驚きて故を問う。帝笑つて曰はく、
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『貴賤苦楽、更迭して之を爲す。亦復た何ぞ傷まん』と。帝、中原の已に亂るるを見、北に歸るに心無し。
(二一)丹楊に都し・江東に保據せんと欲し、羣臣に命じて之を廷議せしむ。内史侍郎虞世基等、皆、以て善しと爲す。右候衞大將軍李才、極めて不可を陳べ、『請う、車駕、長安に還らん』という。世基と忿争して出づ。(二二)門下錄事(二三)衡水の李桐客曰はく、『江東卑濕にして、土地険狭なり。内、萬乗を奉じ、外、三軍に給せば、民、命に堪えじ。亦恐らくは終に散亂せんのみ』と。御史、桐客を劾す、『朝政を謗毀す』と。是に於て公卿皆意に阿りて言う、『江東の民、幸を望むこと已に久し。陛下、江を過ぎ、撫して之に臨まば、此れ（二四）大禹の事なり』と。乃ち命じて丹楊宮を治めしめ、將に徒りて之に都せんとす。時に江都、糧盡き、従駕の驍果は、多く關中の人なり。久しく客となりて郷里を思い、帝が西する意無きを見、多く・叛きて歸らんことを謀る。郎將竇賢、遂に所部を帥いて西に走る。帝、騎を遣はし、追うて之を斬らしむ。而れども亡ぐる者猶お止まず。帝、之を患う。虎賁郎將扶風の司馬德戡、素より帝に寵有り。帝、驍果を領して東城に屯せしむ。德戡、善き所の虎賁郎將元禮・(二五)直閤裵虔通と謀りて曰はく、『今、驍果、人人、亡げんと欲す。我、之を言わんと欲すれども、恐らくは事に先だちて誅を受けん。言は
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[bookmark: _Hlk201468520]ずして後に於て事發れなば、亦、族滅を免れじ。奈何せん。又聞く、關内淪没し、（二六）李孝常、華陰を以て叛けりと。上、其二弟を囚へ、之を殺さんと欲す。我が輩の家屬は皆西に在り。能く此慮無からんやと。』二人に皆懼れて曰はく、『然らば則ち計將に安くに出でんとする』と。德戡曰はく、『驍果若し亡げなば、之を俱に去らんに若かじ』と。二人皆曰はく、『善し』と。因つて轉た相招引す。内史舎人元敏・虎牙郎將趙行樞・鷹揚郎將孟秉・（二七）符璽郎牛方裕・直長許弘仁・薛世良・城門郎唐奉義・醫正張愷・勲侍楊士覧等、皆之と謀を同じくし、日夜相結約し、廣坐に於て明らかに叛計を論じ、畏避する所無し。宮人あり蕭后に白して曰はく、『外間、人人、反せんと欲す』と。后曰はく、『汝が之を奏するに任す』と。宮人、帝に言う。帝大いに怒り以爲へらく言うべき所に非ずと。之を斬る。其後、宮人復た后に白す。后曰はく、『天下の事、一朝にして此に至る。救う可き者無し。何ぞ之を言うを用いん。徒に帝をして憂へしめんのみ』と。是より。復た言う者無し。趙行樞、將作少監宇文智及と素より厚し。楊士覧は智及の甥なり。二人、謀を以て智及に告ぐ。智及大いに喜ぶ。德戡等、三月望日を以て黨を結びて西に遁れんことを期す。智及曰はく、『主上、無道なり雖も、威令尚お行わる。卿等亡げ去らば、正に竇賢の如く死を取らんのみ。今、天、實に
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隋を喪し、英雄竝び起り、心を同じくして叛く者、已に數萬人なり。因って大事を行わば、此れ帝王の業なり』と。德戡等、之を然りとす。
行樞・薛世良・智及の兄右屯衞將軍許公化及を以て主と爲さんと請う。結約既に定まり、乃ち化及に告ぐ。化及、性駑怯にして、之を聞き、色を變じ汗を流す。既にして之に従う。德戡、許弘仁、張愷をして、（二十八）備身府に入り、識る所の者に告げて云わしむ、『陛下、驍果が叛かんと欲するを聞き、多く毒酒を醞し、享會に因りて盡く之を鴆殺し・獨り南人と興に此に留まらんと欲す』と。驍果皆懼れ、轉た相告語し、反謀益々急なり。乙卯、德戡悉く驍果の軍吏を召し、諭すに爲す所を以てす。皆曰はく、『唯だ將軍の命のままにせん』と。是日、（二十九）風霾晝昏し。哺後、德戡、御厩の馬を盜み、潜に兵刃を厲ぐ。是夕、元禮・裵虔通、閣下に直し、専ら殿内を主る。唐奉義、城門を閉づるを主る。虔通と相知り、諸門、皆、鍵を下さず。三更に至り、德戡、東城に於て兵を集め、數萬人を得、火を挙げて城外と相應ず。帝、火を望見し、且つ外の諠囂するを聞き、『何事ぞ』と問う。虔通對へて曰はく、『草坊、火を失し、外人共に之を救うのみ』と。時に内外隔絶し、帝、以て然りと爲す。智及、孟秉と與に、（三〇）城外に於て千餘人を集め、（三一）候衞虎賁馮普樂を劫して、兵を布き衢巷を分守せしむ。（三十二）燕王倓、變有るを覺り、夜、芳林門の側の水竇を穿ちて入り、玄武門に至り、詭
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り奏して曰はく、『臣猝に風に中り、命、俄頃に懸る。請う面辭するを得ん』と。裵虔通等、以て聞せず、之を執囚す。丙辰、天未だ明けず。德戡、虔通に兵を授け、以て諸門の衞士に代わらしむ。虔通、門より、數百騎を將いて成象殿に至る。宿衞の者『賊有り』と傳呼す。虔通乃ち還りて諸門を閉ぢ、獨り東門を開き、殿内の宿衞の者を驅り、出でしむ。皆仗を投じて走る。右屯衞將軍獨孤盛、虔通に謂つて曰はく、『何物の兵ぞ。勢い太だ異なり』と。虔通曰はく、『事勢已に然り。將軍の事に預らず。將軍、愼みて・動く毋れ』と。盛大いに罵りて曰はく、『老賊、是れ何物の語ぞ』と。甲を被るに及ばず、左右十餘人と拒ぎ戦い、亂兵の殺す所と爲る。盛は（三三）楷の弟なり。（三四）千牛獨孤開遠、殿内の兵數百人を帥い、玄覧門に詣り、閤を叩きて請うて曰はく、『兵仗尚ほ全く、猶お・賊を破るに堪う。陛下若し出でて戦いに臨まば、人情自ら定まらん。然らずんば、禍今至らん』と。竟に・應ふる者無し。軍士稍稍散ず。賊、開遠を執う。義として之を釋す。是より先、帝、驍健なる官奴數百人を選びて玄武門に置き、之を給使と請い、以て非常に備う。待遇優厚にして、宮人を以て之に賜うに至る。司宮魏氏、帝の信ずる所とたり。化及等、之に結び、内應を爲さしむ。是日、魏氏、詔を矯め、悉く・給使が外に出づるを聽す。倉猝の際、制するに一人の在る者無し。德戡等兵を引きて、玄武門に入る。帝、亂を聞き、服を易へて西閤に逃る。虔通、元禮と與に、兵
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[bookmark: _Hlk219830695]を進めて左閤を排す。魏氏、之を啓く。遂に永巷に入る。『陛下安に在るか』と問う。美人有り出でて之を指さす。校尉令孤行達、刀を抜きて直ちに進む。帝、窻扉に映じ、行達に謂つて曰はく、『汝、我を殺さんと欲するか』と。對へて曰はく、『臣、敢てせず。但だ陛下を奉じて西に還らんと欲するのみ』と。因つて帝を扶けて閤を下る。虔通は、本、帝が晋王たりし時の親信の左右なり。帝、之を見、謂つて曰はく、『卿は我が故人に非ずや。何を恨みて反する』と。對へて曰はく、『臣、敢て反せず。但だ將士、歸らんことを思う。陛下を奉じて京師に還らんと欲するのみ』と。帝曰はく、『朕方に・歸らんと欲す。正に（三六）上江の米船未だ至らざるが爲なり。今、汝と興に歸らんのみ』と虔通因つて兵を勒して之を守り、旦に至る。孟秉、甲騎を以て化及を迎う。化及・戦慄して、言う能わず。人、來りて之に謁する者有れば、但だ首を俛れて鞍に據り、（三七）罪過と稱す。化及、（三八）城門に至る。德戡迎へ謁し、引きて朝堂に入れ、（三九）號して丞相と爲す。裵虔通、帝に謂つて曰はく、『百官悉く朝堂に在り。陛下須らく親ら出でて慰勞すべし』と。その従騎を進め、帝に逼りて之に乗らしむ。帝、其鞍勒の弊れたるを嫌い、更に・新しき者に易え、乃ち之に乗る。虔通、轡を執り、刀を挟みて宮門を出づ。賊徒喜び譟ぎて地を動かす。化及・揚言して曰はく、『何ぞ此物を持して出づるを用いん。丞かに還りて（四〇）手を與へよ』と。帝、『世基は何に在るか』
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と問う。賊黨馬文擧曰はく、『已に首を梟けたり』と。是に於て帝を引きて還りて寝殿に至る。虔通・德戡等、白刃を拔きて侍立す。帝・歎じて曰はく、『我何の罪ありて此に至れる』と。文擧曰はく、『陛下、宗廟を違棄し、巡遊して息まず、外は征討を勤め、内は奢淫を極め、丁壯をして矢刃に盡き、女弱をして溝壑に塡ぜしめ、四民、業を喪い、盜賊蠭起し、専ら佞諛に任じ、非を飾り諫めを拒む。何ぞ罪無しと謂うや』と。帝曰はく、『我實に百姓に負けり。爾ぞ輩に至りては、榮祿兼ね極まれり。何ぞ乃ち是の如くなる今日の事、孰か首と爲る』と德戡曰はく、『溥天、同じく怨む。何ぞ一人に止まらん』と。化及、又、封德彝をして帝の罪を數へしむ。帝曰はく、『卿は乃ち士人なり。何爲れぞ亦爾る』と。德彝・赧然として退く。帝の愛子趙王杲、年十二、帝の側に在り、號慟して・已まず。虔通、之を斬る。血、御服に濺ぐ。賊、帝を弑せんと欲す。帝曰はく、『天子の死するには、自ずから法有り。何ぞ加うるに鋒刃を以てするを得ん。鴆酒を取り來れ』と。文擧等、許さず。令孤行達をして、帝を頓して・坐せしむ。帝自ら練巾を解きて行達に授く。縊りて之を殺す。初め帝、自ら・必ず難に及ばんことを知り、常に甖を以て毒藥を貯えて自ら隨へ、幸する所の諸姫に謂つて曰はく、『若し賊至らば、汝が曹當に先づ之を飲むべし。然る後我飮まん』と亂に及びて、顧みて藥を索む。左右皆逃れ散じ、竟に・得る能わず。蕭后、宮人と與に、漆牀板を撤して小棺を爲り、趙王杲と、同じく西院の流珠堂に殯す。帝、巡幸する毎に、常に蜀王秀を以て自ら隨へ、驍果營に囚う。化及、帝を弑し、
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秀を奉じて之を立てんと欲す。衆議、可かず。乃ち秀及び其七男を殺す。又、齊王晛及び其二子并せて燕王倓を殺す。隋氏の宗室・外戚、少長と無く皆死す。唯だ（四一）秦王浩、素より智及と往來し、且つ計を以て之を全くす。齊王晛、素より（四二）愛を帝に失い常に相猜忌す。帝、亂を聞き、蕭后を顧みて曰はく、（四三）『阿孩に非ざるを得んや』と化及、人をして第に就きて晛を誅せしむ。晛、帝之を収めしむと謂いて曰はく、『詔使且く兒を緩くせよ。兒、國家に負かず』と。賊曳きて街中に至りて之を斬る。晛、竟に・殺す者の誰たるかを知らず。父子、死に至るまで、相明らかにせず。又、内史侍郎虞世基・御史大夫裵蘊・左翊衞大將軍來護兒・秘書監袁充・右翊衞將軍宇文協・千牛宇文晶・梁公蕭鉅等及び其子を殺す。鉅は（四四）琮の弟の子なり。難の將に作らんとするや、（四五）江陽の長張惠紹、馳せて裵蘊に告ぐ。（蘊）惠紹と謀り、詔を矯め、郭下の兵を發し、化及等を収め、門を扣きて帝を援けんとす。議定まり、虞世基に報ぜしむ。世基、反を告ぐる者の實ならざるを疑い、抑えて・許さず。須臾にして難作る。蘊・歎じて曰はく、『謀、（四六）播郎に及び、竟に人の事を誤る』と虞世基の宗人伋、世基の子符璽郎熙に謂つて曰はく、『事勢已に然り。吾將に卿を濟うて南に度らんとす。同じく死すとも何の益あらん』と。熙曰はく、『父は棄て君に背き、生を何地に求めん。（四七）尊の懷に
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[bookmark: _Hlk218573782]感ず。此より（四八）決せん』と世基の弟世南、世基を抱きて號泣し、代らんと請う。化及、許さず。黄門侍郎裵矩、必ず將に亂有らんとするを知り、厮役と雖も、皆之を厚遇し、又、策を建て、驍果の爲めに婦を娶る。亂作るに及び、賊皆曰はく、『裵黄門の罪に非ず』と。既にして化及に至る。矩迎へて馬首に拝す。故に免るるを得たり。化及、蘇威が朝政に預からざるを以て、亦之を免す。威、名位素より重く、往きて化及に參す。化及、衆を集めて之を見、曲に殊禮を加う。百官悉く朝堂に詣りて賀す。給事郎許善心、獨り・至らず。許弘仁馳せて之に告げて曰はく、『天子已に崩じ、宇文將軍、政を攝し、闔朝の文武咸集まる。天道人事、自ずから代終有り。何ぞ叔に預りて、低囘すること此の若き』と。善心怒り、肯て行かず。弘仁反り走りて馬に上り、泣きて去る。化及、人を遣わし家に就きて擒へて朝堂に至らしむ。既にして之を釋す。善心、舞蹈せずして出づ。化及怒りて曰はく、『此人大に氣を負う』と。復た命じて擒へ還りて之を殺す。其母范氏、年九十二。柩を撫して・哭せずして曰はく、『能く國難に死せり。吾、子有り』と。困臥して食わず、十餘日にして卒す。唐王が關に入るや、（四九）張季珣の弟仲琰、（五十）上洛の令たり。吏民を帥ゐいて拒ぎ守る。部下、之を殺して以て降る。宇文化及の亂に、仲琰の弟琮．【五一】千牛左右たり。化及、之を殺す。兄弟三人、皆、國難に死す。時人、之に愧づ。化及、自ら大丞相と稱し、百揆を
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總べ、皇后の令を以て秦王浩を立てて帝と爲し、別宮に居き、詔を發し敕書を畫せしむるのみ。仍ほ兵を以て之を監守す。化及、弟智及を以て左僕射と爲し、士及を内史令と爲し、裵矩を右僕射と爲す。
　乙卯、秦公世民を徒して趙公と爲す。
　戊辰、隋の恭帝、詔して、十郡を以て唐國に益し、仍ほ唐王を以て相國と爲し、百揆を總べしめ、唐國に丞相以下の官を置き、又、九錫を加う。王、僚屬に謂つて曰はく、『此れ諂諛の者の爲す所なるのみ。孤、大政を秉り、而して自ら寵錫を加うるは、可ならんや。必ず若し魏晋の迹に循はば、彼は皆繁文僞飾にして、天を欺き人を罔う。其實を考うるに、五覇に及ばず。而して名を求むること、三王に過ぎんと欲す。此れ孤が常に非笑する所にして、竊に亦之を恥づ』と。或るひと曰はく、『歴代の行う所、亦何ぞ廢す可けんや』と。王曰はく、『堯舜湯武は、各々其時に因り、取與、道を異にし、皆、天に應じ人に順う。未だ夏商の末、必ず唐虞の禪に效うを聞かざるなり。若し少帝をして知る有らしめば、必ず肯て爲さじ。若し其れ知る無くば、孤自ら尊びて飾讓するは、平生の素心の爲さざる所なり』と。但だ丞相を改めて相國府と爲し、其九錫の殊禮は、皆、之を有司に歸す。
　宇文化及、左武衞將軍陳稜を以て江都の太守と爲し、留事を綜領せしむ。壬申、内外に令して戒嚴せしめ、『長安に還らんと欲す』と云う。皇后・六宮は、皆、舊式に依りて御營を爲り、營前に別に帳
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を立て、化及、事を其中に視、仗衞部伍、皆、乗輿に擬す。江都の人の舟檝を奪い、（五二）彭城の水路を取りて西に歸る。（五三）折衝郎將沈光が驍勇なるを以て、給使を將ゐて（五四）禁内に營せしむ。行きて顯福宮に至る。虎賁郎將麥孟才・虎牙郎錢傑、光と謀りて曰はく、『吾が儕、先帝の厚恩を受く。今、首を俛れ讎に事へ、その驅帥を受く。何の面目ありて世間に視息せんや。吾、必ず・之を殺さんと欲す。死すとも恨むる所無し』と。光泣きて曰はく、『是れ將軍に望む所なり』と。孟才乃ち（五六）恩舊を糾合し、將ゐる所の數千人を帥ゐ、期するに晨に起きて將に發せんとする時化及を襲うを以てす。語洩る。化及、夜、腹心と與に、走りて營外に出で、人を留めて司馬德戡等に告げしめ、之を討たしむ。光、營内の諠しきを聞き、事の覺るるを知り、即ち化及の營を襲う。空しくして・獲る所無し。内史侍郎元敏に値う。數めて之を斬る。德戡、兵を引ゐ、入りて之を圍み、光を殺す。其麾下數百人、皆鬭いて死し、一も降る者無し。孟才も亦死す。孟才は（五七）鐵杖の子なり。
　（五八）武康の沈法興、世々郡の著姓たり。宗族數千家。法興、呉興の太守たり。宇文化及が弑逆せるを聞き、兵を擧げ、化及を討つを以て名と爲す。
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烏程に至る比おい、精卒六萬を得、遂に餘杭・毗稜・丹楊を攻め、皆之を下し、江表の十餘郡に據り、自ら江南道大總管と稱し、制を承けて百官を置く。陳國公竇抗は唐王の妃の兄なり。煬帝、長城を（六十）靈武に（六十一）行らしむ。唐王が關中を定めしを聞き、癸酉、靈武・（六二）鹽川等數郡を帥ゐて來り降る。
　夏四月、（六三）稽胡、（六四）富平に寇す。將軍王師仁、撃ちて之を破る。又、五萬餘人、（六五）宜春に寇す。相國府の諮議参軍竇軌、兵を將ゐて之を討ち、（六六）黄欽山に戦う。稽胡、高きに乗じて火を縱つ。官軍少しく却く。軌、其部將十四人を斬り、隊中の小校を拔きて之に代らしめ、兵を勒して復た戦う。軌、自ら數百騎を將ゐて、軍後に居り、之に令して曰はく、『鼓聲を聞き、進まざる有る者は、後より之を斬らん』と。既にして之に鼓す。將士、先を争いて敵に赴く。稽胡、之を射れども、止むる能わず。遂に大に之を破り、男女二萬口を虜にす。
　世子健成等、東都に至り、芳華苑に軍す。東都、門を閉ぢて・出でず。人を遣わして招諭すれども應ぜず。李密、軍を出して之を争う。少しく戦いて各々引き去る。城中、内應を爲さんと欲する者多し。趙公世民曰はく、『吾新に關中を定め、根本未だ固からず。（懸軍遠ク來ル）東
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都を得と雖も、守る能わざらん』と遂に受けず。戊寅、軍を引きて還る。世民曰はく、『城中、吾が退くを見ば、必ず來りて追躡せん』と。乃ち三伏を（六七）三王陵に設け、以て之を待つ。段達果たして萬餘人を將ゐて之を追う。伏に遇うて敗る。世民、北ぐるを逐うて（六八）其城下に抵り、四千餘級を斬り、遂に（六九）新安・宜陽の二郡を置き、行軍總管史萬寶・盛彦師をして宜陽に鎭せしめ、呂紹宗・任瓌をして兵を將ゐて新安に鎭せしめて還る。
　初め（七十）五原の通守（七一）櫟陽の張長遜、中原大に亂るるを以て、郡を擧げて突厥に附く。突厥、以て割利特勒と爲す。郝瑗、薛擧に説く、『粱師都及び突厥と兵を連ね、以て長安を取らん』と。擧、之に従う。時に啓民可汗の子咄苾、莫賀咄設と號し、牙を建て五原の北に直る。擧、使を遣わし、莫賀咄設と、入寇せんことを謀る。莫賀咄設、之を許す。唐王、（七二）都水監宇文歆をして、莫賀咄設に賂し、且つ爲めに利害を陳べ、其の兵を出すを止めしめ、又、莫賀咄設に説き、張長遜を遣わして入朝せしめ、五原の地を以て之を中國に歸さしむ。莫賀咄設、竝に之に従う。己卯、（七三）武都・（七四）宕渠・五原等の郡皆降る。王即ち長遜を以て五原の太守と爲す。長遜、又、詐りて詔書を爲り、莫賀咄設に與へ、其謀を知るを示す。莫賀
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咄設、乃ち擧・師都等を拒み、其使を納れず。
　戊戌、世子建成等、長安に還る。
　東都の號令、四門を出でず、人、固志無し。朝議郎段世弘等、（七五）西師に應ぜんと謀る。會々西師已に還る。乃ち人を遣わして李密を招かしめ、己亥の夜を以て之を納れんと期す。事覺わる。越王、王世充に命じて、討ちて之を誅せしむ。密、城中已に定まるを聞き、乃ち還る。
　宇文化及、衆十餘萬を擁して六宮を據有し、自ら奉養すること、一に煬帝の如く、毎に帳中に於て南面して坐す。人、事を白す者有れば、嘿然として・對へず。（七六）下牙方に啓狀を取り、唐奉義・牛方裕・薛世良・張愷等と之を參決す。小主浩を以て尚書省に付し、衞士十餘人をして之を守らしめ、（七七）令史を遣わし、其畫敕を取らしむ。百官、復た朝參せず。彭城に至り、水路、通ぜず。復た民の車牛を奪いて二千兩を得、竝に宮人・珍寶を載せ、其戈甲戎器は、悉く軍士をして之を負わしむ。道遠く疲劇し、軍士始めて怨む。司馬德戡、竊に趙行樞に謂つて曰はく、（七八）『君大に我を謬誤せり。當今、亂を撥うには、必ず英賢に籍る。化及は庸暗にして、羣小、側に在り。事將に必ず敗れんとす。之を若何せん』と。行樞曰はく、『我等に在るのみ。
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之を廢すること何ぞ難からん』と。初め化及既に政を得、司馬德戡に爵溫國公を賜い、光祿大夫を加う。其の専ら驍果を統ぶるを以て、心に之を忌む。後數日、化及、諸將を署して士卒を分配し德戡を以て禮部尚書と爲す。外は美遷を示し、實は其兵柄を奪うなり。德戡、是に由りて憤怨し、獲る所の賞賜、皆以て智及に賂う。智及、之が爲めに言う。乃ち之をして後軍萬餘人を將ゐて以て従わしむ。是に於て、德戡・行樞、諸將李本伊・正卿宇文導師等と、後軍を以て襲うて化及を殺し・更に德戡を立てて主と爲さんと謀る。人を遣わして（七九）孟海公に詣らしめ、結びて外助と爲さんとす。遷延して未だ發せず。海公の報を待つ。許弘仁・張愷、之を知り、以て化及に告ぐ。化及、宇文士及を遣わし、陽りて遊獵を爲し、後軍に至る。德戡、事の露 (あら)わるるを知らず、營を出でて迎へ謁す。因つて之を執う。化及、之を讓めて曰はく、『公と力を戮せ、共に海内を定め、萬死に出で、今始めて事成る。方に、共に富貴を守らんことを願う。公又何ぞ反するや』と。德戡曰はく、『本、昏主を殺ししは、其淫虐に苦しみてなり。足下を推立せるに、又之よりも甚だし。物情に逼られ、已むを得ざるなり』と。化及、之を縊殺し、幷せて其支黨十餘人を殺す。孟海公、化及の彊きを畏れ、衆を帥ゐ、牛酒を具えて之を迎う。李密、（八十）鞏洛に據り、以て化及を拒ぐ。化及、西するを得ず。兵を引きて東都に向う。東郡の通守王軌、城を以て之に降る。辛丑、李密の將（八一）井陘の王君廓、衆を帥ゐて來り降る。君廓、本、羣盜にして、
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衆數千人有り。賊帥韋寶・鄧豹と、合して（八二）虞郷に軍す。唐王と李密と、俱に使を遣わして之を招く。寶・豹、唐王に従わんと欲す。君廓僞りて之と同じ、其の備へ無きに乗じ、襲い撃ちて之を破り、その輜重を奪い、李密に奔る。密、之を禮せず。復た來り降る。上柱國に拝し、河内の太守を假す。
　蕭銑、皇帝の位に即き、百官を置き、粱室の故事に準ず。其従父琮に諡して孝靖皇帝と爲し、祖巖を河間の忠烈王と爲し、父璿を文憲王と爲し、董景珍等功臣七人を封じて、皆王と爲す。宋王楊道生を遣わし、（八三）南郡を撃ちて之を下し、徒りて（八四）江陵に都し、園廟を修復す。岑文本を引きて中書侍郎と爲し、文翰を典らしめ、委ぬるに機密を以てす。又、魯王張繡をして嶺南を徇へしむ。隋の將張鎭周・王仁壽等、之を拒ぐ。既にして煬帝弑に遇いしを聞き、皆、銑に降る。（八五）欽州の刺史寗長眞、亦、（八六）鬱林・始安の地を以て銑に附く。（八七）漢陽の太守馮盎（八八）蒼梧・高涼・珠崖・番禺の地を以て、林士弘に附く。銑・士弘、各々人を遣わし、（八九）交趾の太守丘和を招く。和、従わず。
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銑、寗長眞を遣わし、嶺南の兵を帥ゐ、海道より和を攻めしむ。和、出でて之を迎へんと欲す。（九〇）司法書佐高士廉、和に説きて曰はく、『長眞は、兵數、多しと雖も、懸軍遠く至り、久しきを持する能わじ。城中の勝兵、以て之に當るに足る。奈何ぞ風を望みて制を人に受けんや』と。和、之に従う。士廉を以て軍司馬と爲し、水陸諸軍を將ゐて逆へ撃たしめ、之を破る。長眞、僅かに身を以て免る。盡く其衆を俘にす。既にして驍果有り、江都より至る。煬帝の凶問を得、亦、郡を以て銑に附く。士廉は（九一）勱の子なり。始安郡丞李襲志は（九一）遷哲の孫なり。隋の末、家財を散じて士を募り、三千人を得、以て群城に保す。蕭銑・林士弘・曹武徹、迭に來りて之を攻む。皆、克たず。煬帝が弑に遇いしを聞き、吏民を帥ゐて臨すること三日。或るひと襲志に説きて曰はく、『公は（九三）中州の貴族にして、久しく鄙郡に臨み、華夷悦服す。今、隋室、主無く、海内鼎沸す。公の威惠を以て嶺表に號令せば、（九四）尉佗の業、坐して致す可からん』と。襲志怒りて曰はく、『吾世々に忠貞を継ぐ。今、江都、覆ると雖も、宗社尚ほ存す。尉佗は狂僭なり。何ぞ慕うに足らんや』と。説者を斬らんと欲す。衆乃ち敢て言わず。堅く守ること二年、外、聲援無く、城陥り、銑の虜にする所と爲る。銑、以て工部尚書と爲し、桂州總管を檢校せしむ、是に於
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て、東は（九五）九江より、西は三峡に抵り、南は交趾を盡し。北は（九六）漢川に距るまで、銑、皆、之を有ち、勝兵四十餘萬。
　煬帝の凶問、長安に至る。唐王、之を哭し慟して曰はく、『吾、北面して人に事へ、道を失へども救う能わず。敢て哀を忘れんや』と。
　五月、山南撫慰使馬元規、朱粲を（九七）寇軍に撃ち、之を破る。
　王德仁、既に（九八）房彦藻を殺す。李密、徐世勣を遣わして之を討つ。德仁、兵敗る。甲寅、（九九）武安の通守袁子幹と、皆來り降る。詔して、德仁を以て（一〇〇）鄴郡の太守と爲す。
　戊午、（一〇一）隋の恭帝、位を唐に禪り、代邸に遜居す。甲子、唐王、皇帝の位に（一〇二）太極殿に即き、刑部尚書蕭造を遣わして天に南郊に告げしめ、大赦し、（一〇三）改元す。（一〇四）郡を罷めて州を置き、太守を以て刺史と爲す。五運を推して土德と爲し、色は黄を尚ぶ。
　隋の煬帝の凶問、東都に至る。戊辰、留守官（一〇五）越王を奉じて皇帝の位に即かしむ。大赦し、皇泰と改元す。是時、朝堂に於て旨を宣し、（一〇六）時に金革に鍾るを以て、公私皆即日大祥す。大行を追諡して明皇帝と曰い、
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廟を世祖と號す。元德太子を追尊して成皇帝と曰い、廟を世宗と號す。母劉良娣を尊びて皇太后と爲す。段達を以て（一〇七）納言・陳國公と爲し、王世充を納言・鄭國公と爲し、元文都を内史令・魯國公と爲し、皇甫無逸を兵部尚書・杞國公と爲す。又、盧楚を以て（一〇八）内史令と爲し、郭文懿を内史侍郎と爲し、趙長文を黄門侍郎と爲し、共に朝政を掌らしむ。時人、七貴と號す。皇泰主、眉目、畫けるが如く、溫厚仁愛にして、風格儼然たり。
　辛未、突厥の始畢可汗（一〇九）骨咄祿特勒を遣わして來らしむ。之を太極殿に宴し、（一一〇）九部の樂を奏す。時に中國の人の・亂を避くる者、多く突厥に入る。突厥彊盛にして、東は契丹・室韋より、西は吐谷渾・高昌を盡し、諸國皆之に臣たり。控弦百餘萬。帝、初めて起こるとき其兵馬を資せしを以て、前後餉遺すること、勝げて紀す可からず。突厥、功を恃みて驕倨なり。使者を遣わして長安に至る毎に、多く暴横なり。帝、之を優容す。
　壬申、裵寂・劉文靜等に命じて、律令を修定せしめ、國子・大學・四門生合わせて三百餘員を置き、郡縣の學にも亦各々生員を置く。
　六月甲戌朔、趙公世民を以て尚書令と爲し（一一一）黄臺公瑗を刑部侍郎と爲し、相國府の長史裵寂を右










P23
僕射と爲し、政事を知らしめ、司馬劉文靜を納言司錄と爲し、竇威を内史令と爲し、李綱を禮部尚書と爲し、選事を參掌せしめ、掾殷開山を吏部侍郎と爲し、屬趙慈景を兵部侍郎と爲し、韋義節を禮部侍郎と爲し、主簿陳叔達・（一一二）博陵の崔民幹を、竝に黄門侍郎と爲し、唐儉を内史侍郎・錄事參軍と爲し、裵晞を（一一三）尚書左丞と爲す。隋の民部尚書蕭瑀を以て内史令と爲し、禮部尚書竇璡を（一一四）戸部尚書と爲し、蔣公屈突通を兵部尚書と爲し、長安の令獨孤懷恩を工部尚書と爲す。瑗は上の従子、懷恩は舅の子なり。上、裵寂を待つこと特に厚く、羣臣、與に比を爲す無し。服玩を賞賜すること、勝げて紀す可からず。（一一五）尚書奉御に命じ、日に御膳を以て寂に賜わしむ。朝を視るに必ず引きて與に坐を同じくし、閤に入れば則ち之を臥内に延き、言、従わざる無く、稍して（一一六）裵監と爲して・名いわず。蕭瑀に委ねるに庶政を以てし、事、大小と無く、關掌せざるは無し。瑀も亦孜孜として力を盡し、違えるを繩し過てるを擧ぐ。人皆之を憚る。之を毀る者衆けれども、終に・自ら理せず。上嘗て敕有り、而して（一一七）内史、時に宣行せず。上、其の遅きを責む。瑀對へて曰はく、『大業の世、内史、敕を宣するに、或は前後相違し、有司、従う所を知らず。其の易きこと前に在り、
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其の難きこと後に在り。臣、（一一八）省に在ること日久しく、備に其事を見る。今、王業經始し、事、安危に繋る。遠方、疑有らば、恐らくは機會を失わん。故に臣、一敕を受くる毎に、必ず勘審し、前敕と違わざらしめ、始めて敢て宣行す。稽緩の愆は、實に此に由る』と。上曰はく、『卿、心を用うること是の如し。吾復た何ぞ憂えん』と。
　初め帝、（一一九）馬元規を遣わし、山南を慰撫せしむ。南陽の群丞河東の呂子臧、獨り郡に據りて・従わず。元規、使數輩を遣わして之を論さしむ。皆、子臧の殺す所と爲る。煬帝が弑に遇うに及び、子臧、喪を發し禮を成し、然る後、降らんと請う。（一二〇）鄧州の刺史に拝し、南郡公に封ず。
　大業の律令を廃し、新格を頒つ。
　上、事を視る毎に、自ら名を稱し、貴臣を引き、榻を同じくして坐す。劉文靜諫めて曰はく、『昔、王導言える有り。（一二一）「若し太陽俯して萬物に同じくせば、羣生をして何を以て照を仰がしめん」と。今、貴賤、位を失うは、常久の道に非ず』と。上曰はく、『昔、漢の光武（一二二）嚴子陵と共に寢ね、子陵、足を帝の腹に加えき。今、諸公は皆名德舊齒、平生の親友なり。宿昔の歡、何ぞ忘る可けんや。公、以て嫌と爲す勿れ』と。
　戊寅、隋の安陽の令呂珉、（一二三）相州を以て來り降る。以て相州の刺史と爲す。
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己卯、四親の廟主を祔し、皇高祖瀛州府君を追尊して宣簡公と曰い、皇會祖司空を懿王と曰い、皇祖景王を景皇帝と曰い、廟を太祖と號し、祖妣を景烈皇后と曰い、皇考元王を元皇帝と曰い、廟を世祖と號し、妣獨孤氏を元貞皇后と曰い、妃竇氏を追諡して穆皇后と曰う。毎歳、昊天上帝・皇地祇・（一二四）神州地祇を祀り、景帝を以て配し、（一二五）感生帝明堂は、元帝を以て配す。庚辰、世子建成を立てて皇太子と爲し、趙公世民を秦王と爲し、齊公元吉を齊王と爲し、宗室（一二六）黄瓜公白駒を平原王と爲し、蜀公孝基を永安王と爲し、柱國道玄を淮陽王と爲し、長平公叔良を長平王と爲し、鄭公神通を永康王と爲し、安吉公神符を襄邑王と爲し、柱國德良を新興王と爲し、上柱國博叉を隴西王と爲し、上柱國奉慈を渤海王と爲す。孝基・叔良・神符・德良は、帝の従父弟、博叉・奉慈は弟の子、道玄は従父兄の子なり。
　癸未、薛擧、（一二七）涇州に寇す。秦王世民を以て元帥と爲し、八總管の兵を將ゐ、以て之を拒がしむ。
　大僕卿宇文明達を遣わし、山東を招慰せしめ、永安王孝基を以て（一二八）陝州總管と爲す。時に、天下未だ定まらず。凡そ邊要の州には、皆、總管府
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を置き、以て數州の兵を統ぶ。
　乙酉、隋帝を奉じて嶲阝國公と爲す。詔して曰はく、『近世以來、時運遷革するや、前代の親族、誅夷せざる莫し。興亡の效は、豈に伊れ人力ならんや。其れ隋の蔡王智積等の子孫、竝に所司に付し、才を量りて選用せよ』と。
　東都、宇文化及が西より來るを聞き、上下震懼す。蓋琮という者有り、上疏す、『請う、李密に説き、之と勢いを合わせ、化及を拒がん』と。元文都、盧楚等に謂つて曰はく、『今、讐恥未だ雪がずして、兵力足らず。若し密の罪を赦し、化及を撃たしめば、兩賊自ら鬭い、吾徐に其弊を承けん。化及既に破れなば、密の兵も亦疲れん。又、其將士、吾が官賞を利とし、離間す可きこと易からん。密を幷せて亦擒にす可からん』と。楚等皆以て然りと爲す。即ち琮を以て通直散騎常侍と爲し、勅書を齎して密に賜わしむ。
　丙申、隋の（一二九）信都の群丞東萊の麴稜來り降る。冀州の刺史に拝す。丁酉（一三〇）萬年縣の法曹武城の孫伏伽、上表して以爲わく、『隋、其過を聞くを惡むを以て、天下を亡え
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り。陛下、晋陽に龍飛し、遠近響應し、未だ朞年ならずして帝位に登れり。徒だ之を得るの易きを知り、隋の之を失うの難からざるを知らざるなり。臣謂うに、宜しく其覆轍を易へ、務めて下情を盡すべし。凡そ人君の言動は、愼まざる可からず。竊に見るに、陛下、今日位に即き、而して明日、鷂雛を獻ずる者有り。此れ乃ち少年の事なり。豈に聖主の須うる所ならんや。又、（一三一）百戲散樂は、亡國の淫聲なり。近ごろ太常、民間に於て、婦女の裙襦五百餘襲を借り、以て妓衣に充て、五月五日の玄武門の遊戲に擬す。此れ亦、以て子孫の法と爲す。所に非ざるなり。凡そ此の如き類は、悉く宜しく廢罷すべし。善惡の習は、朝夕漸染し、以て人を移し易し。皇太子・諸王の參僚左右は、宜しく謹みて其人を擇ぶべし。其の門風の雍穆なる能わざる有り、人と爲り素行義無く。専ら奢靡を好み、聲色遊獵を以て事と爲す者は、皆、之をして親近せしむ可からざるなり。古より今に及ぶまで、骨肉乖離し、以て國を敗り家を亡ぼすに至るは、未だ左右の離間するに因りて然らざるは有らざるなり。願わくは陛下、之を愼め』と。上、表を省て大に悦び、詔を下して褒稱し、擢でて治書侍御史と爲し、帛三百匹を賜い、仍お遠近ほ頒示す。
　辛丑、内史令延安の靖公竇威・薨ず。將作大匠竇抗を以て納言を（一三二）兼ね、黄門侍郎陳叔達をして、納言に判たらしむ。
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　宇文化及、輜重を（一三三）滑臺に留め、王軌を以て刑部尚書と爲し、之を守らしめ、兵を引きて北して黎陽に趣く。李密の將徐世勣、黎陽に據り、其軍鋒を畏れ、兵を以て西して倉城に保す。化及、河を度りて黎陽に保し、兵を分ちて世勣を圍む。密、歩騎二萬を帥ゐて（一三四）淸淇に壁し、世勣と、烽火を以て相應じ、溝を深くし壘を高くし、化及と戦わず。化及、倉城を攻むる毎に、密輒ち兵を引きて以て其後を掎す。密、化及と、（一三五）水を隔てて語る。密、之を數めて曰はく、『卿は本匈奴の皁隷（一三六）破野頭なるのみ。父兄子弟、竝に隋の恩を受け、富貴累世、擧朝、二莫し。主上、德を失えども、死諫する能わず。反つて弑逆を行い、簒奪を規らんと欲す。（一三七）諸葛瞻の忠誠を追わず、乃ち（一三八）霍禹の惡逆を爲す。天地の容れざる所なり。將に何にか之かんと欲する。若し速かに來りて我に歸せば、尚ほ後嗣を全くするを得可し』と。化及・嘿然として俯視すること良久しく、目を瞋らし大言して曰はく、『爾と相殺の事を論ず。何ぞ書語を作すを須いんや』と。密、従者に謂つて曰はく、『化及、庸愚なること此の如く、忽ち帝王と爲るを圖らんと欲す。吾當に折杖をもて之を驅るべきのみ』と。化及、盛に攻具を修め、以て倉城に逼る。世勣、城外に於て深溝を掘り、以て固く守る。化及、塹に阻まれ、城下に至るを得ず。
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世勣、塹中に於て地道を爲り、兵を出して之を撃つ。化及大に敗れ、其攻具を焚く。時に密、東都と相持すること日久しく、又、東のかた化及を拒ぎ、常に・東都の其後を議せんことを畏る。蓋琮至るを見、大に喜び、遂に上表して・降らんと乞い、化及を討滅して以て罪を贖わんと請い、獲る所の（一三九）雄武郎將于洪建を送り、元帥府の記室參軍李儉・上開府徐師譽等を遣わし、入りて皇泰主に見えしむ。命じて洪建を」左掖門外に戮すること、（一四〇）斛斯政の法の如くせしむ。元文都等、密が降るを以て誠實と爲し、盛に賓館を（一四一）宣仁門の東に飾る。皇泰主、儉等を引見し、儉を以て司農卿と爲し、師譽を尚書右丞と爲し、導従を具し（一四二）鐃吹を列せしむ。館に還れば、玉帛酒饌あり、中使相望む。密を大尉・尚書令・東南道大行臺・行軍元帥・魏國公に冊拝し、先ず化及を平げ・然る後入朝して政を輔けしむ。徐世勣を以て右武候大將軍と爲す。仍お詔を下して密の忠欵を稱し、且つ曰はく、『其れ兵を用うる機略は、一に魏公の節度を稟けよ』と。元文都、和解を喜び、謂えらく天下定まる可しと。（一四三）上東門に於て、置酒して樂を作し、段達より巳下、皆起ちて舞う。王世充、色を作し、（一四四）起居侍郎崔長文に謂つて曰はく、『朝廷の官爵乃ち以て賊に與う。其志何を爲さんと
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欲するか』と。文都等も亦、世充が城を以て化及に應ぜんと欲するを疑う。是に由りて隙有り、然れども猶お外は相彌縫し、陽に親善を爲す。秋七月、皇泰主、大理卿張權・鴻臚卿崔善福を遣わし、李密に書を賜うて曰はく、『今日以前は、咸共に刷蕩し、使い至りて以後、彼此、懷を通ず。（一四五）七政の重き、公の匡弼に佇ち、（一四六）九伐の利、公の指揮に委ぬ』と。權等既に至り、密、北面して詔書を拝受す。既に（一四七）西慮無く、悉く精兵を以て、東して化及を撃つ。密、化及の軍糧且に盡きんとするを知り、因りて僞りて與に和す。化及大に喜び、其兵食を恣にし、密が之を饋らんことを冀う。會々密の下に人有り罪を獲、亡げて化及に抵り、具に其情を言う。化及、大に怒る。其の食又盡く。乃ち永濟渠を度り、密と（一四八）童山の下に戦う。辰より酉に達す。密、流矢の中る所と爲り、馬より堕ちて悶絶す。左右奔り散じ、追兵且に至らんとす。唯だ秦叔寶、獨り之を捍衞す。密、是に由りて・免るるを獲たり。寂寶（秦叔寶の誤植可能性あり）復た兵を収めて之と力戦す。化及乃ち退く。化及、汲郡に入り、軍糧を求む。又、使を遣わし、東郡の吏民を考掠し、以て米粟を責む。王軌等、其弊に堪えず、（一四九）通事舎人許敬宗を遣わし、密に詣りて降を請わしむ。（密）軌を以て（一五〇）滑州總管と爲し、敬宗を以て元帥府の
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記室と爲し、魏徴と共に文翰を掌らしむ。敬宗は（一五一）善心の子なり。房公蘇威、東郡に在り、衆に随つて密に降る。密、其の隋氏の大臣なるを以て、心を虚しくして之を禮す。威、密を見、初めより帝室の艱危を言わず、唯だ再三舞蹈し、『圖らざりき、今日復た聖明を覩んとは』と稱す。時人、之を鄙しむ。化及、王軌が叛けるを聞き、大に懼れ、汲郡より兵を引き、以北の諸郡を取らんと欲す。其將陳智略、嶺南の驍果萬餘人を帥ゐ、樊文超、江淮の排矛贊を帥ゐ、張童兒、江東の驍果數千人を帥ゐ、皆、密に降る。文超は（一五二）子蓋の子なり。化及、猶お衆二萬有り、北して（一五三）魏縣に趣く。密、其の能く爲す無きを知り、西して鞏洛に還り、徐世勣を留めて以て之に備う。
　乙巳、（一五四）宜州の刺史周超、朱粲を撃ち、之を敗る。
　丁未、梁師都、（一五五）靈州に寇す。（一五六）驃騎將軍藺興粲、撃ちて之を破る。
　突厥の（一五七）闕可汗、使いを遣わして内附す。初め闕可汗、李軌に附く。隋の（一五八）西戎使者曹瓊、（一五九）甘州に據りて之を誘う。乃ち更に瓊に附き、之と與に軌を拒ぐ。軌の敗る所と爲り、達斗坺谷に竄れ、吐谷渾と相表裏す。是に至りて内附す。尋ぎて李軌の滅ぼす所と爲る。
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薛擧進みて、（一六〇）高墌に逼る。游兵、（一六一）豳岐に至る。秦王世民、溝を深くし壘を高くし、與に戦わず。會々世民、瘧疾を得、軍事を（一六二）長史納言劉文靜・（一六三）司馬殷開山に委ね、且つ之を戒めて曰はく、『薛擧、懸軍深く入り、食少なく兵疲る。若し來りて戦を挑まば、愼みて・應ずる勿れ。吾が疾愈ゆるを俟ち、君等の爲めに之を破らん』と。開山退きて文靜に謂つて曰はく、『王、公が辯ずる能わざるを慮り、故に此言有るのみ。且つ賊、王疾有るを聞かば、必ず我を輕んぜん。宜しく武を曜かして以て之を威すべし』と。乃ち高墌の西南に陳し、衆を恃みて・備を設けず。擧、師を潜めて其後を掩う。壬子、（一六四）淺水原に戦う。八總管皆敗れ、士卒、死する者什に五六。大將軍慕容羅睺・李安遠・劉弘基、皆没す。世民、兵を引きて長安に還る。擧遂に高墌を拔き、唐の兵の死する者を収めて京觀と爲す。文靜等、皆、坐して名を除かる。
　乙卯、楡林の賊帥郭子和、使を遣わして來り降る。以て靈州の總管と爲す。
　李密、戦い勝つ毎に、必ず使を遣わし、捷を皇泰主に告ぐ。隋人皆喜ぶ。王世充、獨り其麾下に謂つ
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て曰はく、『元文都の輩は、刀筆の吏なるのみ。吾、其勢いを觀るに、必ず李密の擒うる所と爲らん。且つ吾が軍士屢々密と戦い、其父兄子弟を没すること、前後巳だ多し。一旦、之が下と爲らば、吾が屬類無からん』と。以て其衆を激怒せんと欲す。文都、之を聞きて大に懼れ、盧楚等と謀り、世充が入朝するに因り、甲を伏せて之を誅せんとす。段達、性庸懦にして、その事の就らざらんことを恐れ、其壻張志を遣わし、楚等の謀を以て世充に告ぐ。戊午夜三鼓、世充、兵を勒し、（一六五）含嘉門を襲う。元文都、變を聞き、入りて皇泰主を奉じて、（一六六）乾陽殿に御し、兵を陳して自ら衞り、諸將に命じて門を閉じて拒ぎ守らしむ。將軍跋野綱、兵を將ゐて出でて世充に遇い、馬を下りて之に降る。將軍費曜・田闍、門外に戦い、利あらず。文都自ら宿衞の兵を將ゐ、玄武門を出でて以て其後を襲わんと欲す。（一六七）長秋監段瑜、門鑰を求むれども獲ずと稱し、稽留すること遂に久しく、天旦に曙けんとす。文都復た・兵を引きて太陽門を出で逆へ戦わんと欲し、還りて乾陽殿に至る。世充已に（一六八）太陽門を攻め、入るを得たり。皇甫無逸、母及び妻子を棄て、（一六九）右掖門を斫り、西して長安に奔る。盧楚、（一七〇）大官署に匿る。世充の黨、之を擒にす。（一七一）興敎門に至り、世充を見る。世充、亂斬
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して之を殺さしむ。進みて紫微宮門を攻む。皇泰主、人をして（一七二）紫微觀に登らしめ、『兵を稱げて何をか爲さんと欲する』と問わしむ。世充、馬を下り謝して曰はく、『元文都・盧楚等、横しまに規圖せらる。請う文都を殺し、甘んじて刑典に従わん』と。段達乃ち將軍黄桃樹をして、文都を執送せしむ。文都顧みて皇泰主に謂つて曰はく、『臣今朝に死せば、陛下夕べに及ばん』と。皇泰主、慟哭して之を遣る。興敎門を出づ。亂斬すること盧楚の如くし、幷せて盧元の諸子を殺す。段達、又、皇泰主の命を以て、門を開きて世充を納る。世充、悉く人を遣わして宿衞の者に代らしめ、然る後入りて皇泰主に乾陽殿に見ゆ。皇泰主、世充に謂つて曰はく、『擅に相誅殺し、曾て・聞奏せざるは、豈に臣たるの道か。公、其彊力を肆にし・敢て我に及ばんと欲するか』と。世充、拝伏流涕し、謝して曰はく、『臣、先皇の采拔を蒙り、骨を粉にするも報ずべきに非ず。文都等、禍心を苞臧し、李密を召して以て社稷を危うくせんと欲す。臣が違異するを疾み、深く猜嫌を積む。臣、死を救うに迫られ、聞奏するに暇あらず。若し内に不臧を懷き、陛下に違負せば、天地日月、實に照臨する所、臣をして（一七三）闔門殄滅し、復た遺類無からしめん』と。詞涙倶に發す。皇泰主、以て誠と爲し、引きて・殿に升らしめ、與に語ること之を久しくし、因つて與に俱に入り、（一七四）皇太后に見ゆ。世充、髪を被りて誓を爲し、『敢て貳心有らず』と稱す。乃ち世充を以て左僕射と爲し、内外の諸軍事を總督せしむ。日
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中に及ぶ比おい、（一七五）趙長文・郭文懿を捕獲し、之を殺し、然る後城を巡り、告諭するに元盧を誅するの意を以てす。世充、含嘉城より、移りて尚書省に居り、漸く黨援を結び、恣に威福を行う。兄世惲を用いて内史令と爲し、入りて禁中に居らしめ、子弟咸兵馬を典る。政事を分ちて十頭と爲し、悉く其の黨を以て之を主らしむ。勢、内外に震い、趨附せざるもの莫し。皇泰主は、手を拱くのみ。
　李密將に入朝せんとし、（一七六）溫に至る。元文都等が死せるを聞き、乃ち金墉に還る。
　東都大に饑う。私錢濫惡にして、大半雑うるに錫鐶を以てし、其の細かなること線の如し。米斛ごとに直錢八九萬。
　初め李密嘗て業を儒生徐文遠に受く。文遠、皇泰主の國子祭酒と爲る。自ら出でて樵采し、密の軍の執うる所と爲る。密、文遠をして南面して坐せしめ、弟子の禮を備え、北面して之を拝す。文遠曰はく、『老夫既に厚禮を荷う。敢て言を盡さざらんや。未だ將軍の志を審らかにせず。（一七七）伊霍と爲りて以て絶えたるを繼ぎ傾けるを扶けんと欲せんか、則ち老夫、遅暮なりと雖も、猶お願わくは力を盡くさん。若し（一七八）莽卓と爲り、危きに乗じ利を邀めば、則ち老夫を用うる所無し』と。密・頓首して曰はく、『昨、朝命を奉じ、位に上公に備わる。冀わくは庸虚を竭し、國難を匡濟せんことを。此れ密の本志なり』と。文遠曰はく、『將軍は（一七九）名臣の子なり。塗を失うて此に至れり。若し能く（一八〇）遠からず
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して復らば、猶お忠義の臣たるを失わじ』と。王世充が元文都等を殺すに及び、密復た計を文遠に問う。文遠曰はく、『世充も亦門人なり。其の人と爲りや、残忍褊隘なり。既に此勢に乗じ、必ず異圖有らん。將軍の前計、諧わずと爲す。世充を破るに非ずんば、入朝す可からざるなり』と。密曰はく、『始め謂えらく、先生は儒者にして、時事に達せずと。今乃ち坐ながら大計を決すること、何ぞ其れ明らかなるや』と。文遠は（一八一）孝嗣の玄孫なり。
　庚申、詔して、隋氏の離宮、遊幸の所、竝に之を廢す。
　戊辰、黄臺公瑗を遣わし、山南を安撫せしむ。
　己巳、隋の右武衞將軍皇甫無逸を以て刑部尚書と爲す。
　隋の河間の群丞王琮、群城を守り、以て羣盜を拒ぐ。竇建德、之を攻む。歳餘にして下らず。煬帝の凶問を聞き、吏士を帥ゐて喪を發す。城に乗る者皆哭す。建德、使いを遣わして之を弔う。琮、使者に因りて・降らんと請う。建德・退舎し、饌を具して以て之を待つ。琮、言、隋亡ぶるに及び、俯伏して流涕す。建德も亦之が爲めに泣く。諸將曰はく、『琮久しく我が軍を拒ぎ、殺傷すること甚だ衆く、力盡きて乃ち降れり。請う之を烹ん』と。建德曰はく、『琮は忠臣なり。吾方に之を賞し、以て君に事うるを勸めん。奈何ぞ之を殺さん。往に高雞泊に在りて盜を爲すや、妄りに人を殺す可きを容る。
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今、百姓を安んじ天下を定めんと欲す。豈に忠良を害するを得んや』と。乃ち軍中に徇えて曰はく、『先に王琮と怨有り、敢て妄動する者は、三族を夷げん』と。琮を以て（一八二）瀛州の刺史と爲す。是に於て、河北の郡縣、之を聞き、争うて建德に附く。是より先、建德、（一八三）景城を陥れ、（一八四）戸曹河東の張玄素を執へ、將に之を殺さんとす。縣民千餘人、號泣して、其死に代わらんと請い、曰はく、『戸曹は淸愼なること比無し。大王、之を殺さば、何を以て善を勸めん』と。建德乃ち之を釋し、以て治書侍御史と爲す。固辭す。江都敗るるに及び、復た以て黄門侍郎と爲す。玄素乃ち起つ。（一八五）饒陽の令宋正本、博學にして才氣有り。建德に説くに河北を定むるの策を以てす。建德、引きて謀主と爲す。建德、都を（一八六）樂壽に定め、居る所を命けて金城宮と曰い、百官を備置す。
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